
で
あ
っ
た
。

戦
前
・
戦
中
を
通
じ
て
、
自
社
製
の
自
動
番
号
器
、
計
算
機
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
輪
転
謄
写
器
等
の
事
務
機
械
お
よ
び
ロ
ー
ャ

ル
タ
ィ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
外
国
製
事
務
機
械
の
販
売
は
文
具
部
の
所
管
で
あ
っ
た
（
終
戦
時
文
具
部
は
文
具
課
に
縮

少
さ
れ
て
い
た
）
。
い
う
ま
で
も
な
く
当
社
特
製
の
原
稿
用
紙
、
カ
ー
ド
類
、
伝
票
類
、
諸
帳
簿
類
の
製
造
販
売
も
文
具
部
の
所
管
で

あ
っ
た
。

第
四
章
文
具
。
事
務
機
械
。
洋
品
の
商
況

文
具
。
事
務
機
械
部
門
の
業
績
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太
平
洋
戦
争
が
中
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
事
務
機
械
製
造
に
対
し
て
資
材
供
給
の
統
制
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
そ
の
入
手
は
困
難

を
極
め
た
。
た
め
に
当
社
は
遺
憾
な
が
ら
遂
に
そ
れ
ら
の
製
造
を
中
止
す
る
の
止
む
な
き
に
お
い
｝
）
ま
れ
た
。
ま
た
、
不
幸
に
し
て
空

襲
に
よ
っ
て
万
年
筆
製
造
の
荏
原
工
場
、
イ
ン
キ
製
造
の
日
暮
里
工
場
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
製
造
の
子
会
社
丸
善
精
機
工
業
大
阪
製

作
所
お
よ
び
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
製
造
の
同
社
淀
川
製
作
所
も
、
と
も
に
焼
け
て
作
業
再
開
の
見
込
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。

終
戦
直
後
、
当
時
丸
善
精
機
工
業
社
長
で
あ
っ
た
司
忠
取
締
役
は
、
終
戦
の
勅
語
を
拝
す
る
と
同
時
に
京
阪
神
の
各
支
店
、
傍
系

子
会
社
施
設
を
巡
視
し
た
の
も
、
こ
の
部
門
の
復
興
案
策
定
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
資
材
。
燃
料
の
不
足
は
如
何
と
も
な
し
難
い
院
路



充
実
し
た
売
場
と
な
っ
た
。

再
開
し
た
。

そ
れ
ら
の
商
品
は
、
陶
製
の
文
鎮
、
硯
、
イ
ン
キ
ス
タ
ン
ド
、
木
製
の
直
定
規
な
ど
で
あ
っ
て
、
金
属
製
品
や
ガ
ラ
ス
製
品
は
殆
ん

ど
見
当
ら
な
か
っ
た
。
金
属
器
や
ガ
ラ
ス
器
は
原
料
が
軍
用
品
に
廻
さ
れ
て
い
て
、
平
和
産
業
に
は
資
材
と
し
て
廻
っ
て
来
ず
、
い
き

お
い
代
用
品
で
間
に
合
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
終
戦
後
は
、
そ
れ
ま
で
航
空
機
製
造
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
で
造
っ
た
穴
明
。
ハ
ン
チ
や
直
定
規
が
一
時
に
出
廻
り
、
そ
れ
ら
を
販
売
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
木
造
の
本
社
が
竣
工
開
店
し
、
売
場
面
積
も
広
く
な
っ
た
た
め
、
一
般
事
務
用
品
は
勿
論
学
童
用
文
具
品
ま

で
多
種
多
様
に
取
揃
え
た
ほ
か
、
度
量
衡
計
量
器
、
測
量
用
器
具
、
気
象
用
具
及
計
測
エ
具
類
ま
で
範
囲
を
拡
げ
て
陳
列
し
、
内
容
の

そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
終
戦
の
年
こ
の
部
門
の
業
績
も
微
た
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
神
田
淡
路
町
旧
イ
ン
キ
部
事
務
室

（
後
の
淡
路
町
ビ
ル
）
及
び
倉
庫
に
残
っ
た
手
持
品
を
、
京
橋
本
社
、
丸
ピ
ル
売
店
及
び
神
田
支
店
で
の
店
頭
販
売
を
中
心
に
営
業
を
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一
方
、
新
潟
の
丸
善
精
機
工
業
で
は
、
フ
ァ
イ
ル
金
具
、
ゴ
ム
印
掛
、
パ
ン
チ
、
ス
テ
ー
プ
ラ
ー
な
ど
の
製
作
を
開
始
、
昭
和
二
十

二
年
に
は
本
・
支
店
の
店
頭
で
販
売
し
た
。
自
動
番
号
器
や
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
も
昭
和
二
十
四
年
に
は
製
造
販
売
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
丸
善
番
号
器
（
ロ
バ
ー
ツ
型
五
号
）
を
検
察
庁
関
係
に
数
千
台
を
一
括
納
入
、
当
局
か
ら
大
層
感
謝
さ
れ
た
の
も
、
昭
和
二
十

四
、
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
米
国
の
駐
留
軍
か
ら
ス
チ
ー
ル
製
事
務
用
品
、
と
く
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
衣
類

ひ
き
だ
し

ロ
ッ
カ
ー
、
書
庫
、
図
面
抽
出
の
注
文
を
受
け
て
そ
れ
に
応
じ
ら
れ
る
態
勢
を
整
塁
え
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。

次
に
紙
関
係
に
就
い
て
記
そ
う
。
終
戦
後
暫
く
は
非
常
な
紙
不
足
で
、
原
稿
用
紙
な
ど
も
仙
花
紙
や
ザ
ラ
紙
の
非
常
に
粗
悪
な
も
の
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が
市
場
に
出
て
い
た
。
当
社
で
は
、
前
記
の
神
田
淡
路
町
の
倉
庫
に
分
散
し
て
あ
っ
た
舶
来
の
ノ
ー
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ポ
ン
ド
紙
、
フ
ー

ル
ス
カ
ッ
プ
、
吸
取
紙
、
丸
善
別
漉
の
特
殊
カ
ー
ド
用
紙
等
が
難
を
免
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
昔
な
が
ら
の
品
質
の
大

学
ノ
ー
ト
、
原
稿
用
紙
、
写
真
ア
ル
バ
ム
等
を
作
り
販
売
し
た
と
こ
ろ
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
末
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

然
し
、
舶
来
紙
ば
か
り
で
通
せ
る
訳
も
な
く
、
時
に
材
質
の
劣
っ
た
材
料
を
使
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
期
す
る
と
こ
ろ
は
出
来
る

だ
け
良
い
も
の
を
使
用
、
戦
前
か
ら
の
顧
客
に
愛
用
さ
れ
た
製
品
を
復
活
。
充
実
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
二
十
四

年
十
一
月
に
は
、
本
店
に
於
て
、
「
優
秀
事
務
用
品
展
覧
会
」
を
開
催
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
ま
で
は
外
国
品
の
輸
入
が
許
可
さ
れ
ず
、
国
内
製
品
を
店
頭
に
陳
列
販
売
し
て
い
た
の
で
、
売
上
額
に
大
き
な
影
響

を
持
つ
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
な
い
文
具
部
門
の
取
扱
金
高
は
少
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
下
半
期
ま
で
の
本
社
に
お
け
る
文
具
関
係
売
上
製
造
益
金
は
、
の
ち
に
示
す
よ
う
に
、
他
の
部
門
に
比
し
て
小
額
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
イ
ン
キ
部
門
、
駒
込
。
矢
代
田
両
工
場
の
利
益
を
合
す
る
と
、
そ
の
額
は
書
籍
部
門
を
凌
い
で
い
る
。

さ
て
、
イ
ン
キ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
イ
ン
キ
は
何
と
い
っ
て
も
当
社
の
看
板
商
品
で
あ
り
、
終
戦
後
直
ち
に
戦
災
を
免
れ
た
駒

込
・
矢
代
田
両
工
場
で
製
造
を
開
始
し
、
概
ね
戦
前
か
ら
続
い
た
販
売
機
構
を
通
じ
て
販
売
し
て
、
相
当
の
実
績
を
挙
げ
て
い
た
。
そ

し
て
昭
和
二
十
四
年
日
暮
里
工
場
の
操
業
を
開
始
し
た
。
当
社
の
イ
ン
キ
は
、
そ
の
筆
跡
が
永
久
に
変
色
し
な
い
こ
と
を
生
命
と
し
、

こ
の
特
色
を
堅
持
す
る
た
め
あ
く
ま
で
も
タ
ン
ニ
ン
鉄
イ
ン
キ
の
製
造
を
続
け
た
が
、
そ
の
た
め
の
諸
資
材
の
不
足
に
苦
し
ん
だ
。
当

時
は
、
進
駐
軍
の
横
流
し
イ
ン
キ
の
鮮
麗
さ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
国
内
生
産
の
イ
ン
キ
の
中
に
は
文
字
の
耐
久
性
よ
り
は
鮮
麗
な
イ
ン

キ
が
喜
ば
れ
る
傾
向
が
強
く
、
当
社
製
品
は
こ
れ
ら
の
製
品
と
も
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
昭
和
一
一
十
四
年
に
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は
、
従
来
の
ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
ほ
か
に
コ
バ
ル
ト
。
ブ
ル
ー
の
イ
ン
キ
を
売
り
出
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
後
期
以
後
二
十
五
年
前
期
ま
で
の
イ
ン
キ
生
産
高
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
一
一
年
後
期
二
、
四
一
一
一
四
千
オ
ン
ス

昭
和
二
十
四
年
前
期
二
、
四
二
二
千
オ
ン
ス

昭
和
二
十
四
年
後
期
二
、
四
三
五
千
オ
ン
ス

昭
和
二
十
五
年
前
期
五
、
二
○
五
千
オ
ン
ス

こ
れ
ら
の
約
九
○
％
は
子
会
社
の
丸
善
製
品
販
売
を
通
じ
て
卸
売
、
残
り
一
○
％
が
本
店
。
各
支
店
の
店
頭
で
販
売
し
た
。

万
年
筆
部
門
で
は
、
青
戸
工
場
の
操
業
を
開
始
し
た
昭
和
二
十
一
年
下
半
期
は
、
生
産
高
も
少
な
く
な
お
欠
損
で
あ
っ
た
が
、
二
十

二
年
下
半
期
か
ら
は
漸
く
赤
字
は
消
え
て
、
昭
和
二
十
三
年
後
期
に
は
九
○
一
ダ
ー
ス
、
二
十
四
年
前
期
に
は
一
、
四
六
八
ダ
ー
ス
、

昭
和
二
十
四
年
後
期
に
は
二
、
五
三
六
ダ
ー
ス
、
昭
和
二
十
五
年
前
期
に
は
一
、
六
五
○
ダ
ー
ス
の
生
産
高
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
一
一

年
末
ま
で
は
全
製
品
を
店
頭
小
売
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
以
降
製
品
の
五
割
を
卸
売
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
ア
テ
ナ
ジ
ャ

ト
ウ
万
年
筆
（
ペ
ン
先
に
不
鋳
鋼
を
使
用
四
五
○
円
）
を
発
売
、
二
十
五
年
五
月
貴
金
属
管
理
法
の
施
行
に
伴
な
い
イ
リ
ジ
ウ
ム
の

統
制
が
解
除
さ
れ
た
の
で
、
耐
久
力
に
富
む
パ
ラ
テ
ナ
ペ
ン
の
製
造
に
着
手
し
た
。

事
務
機
械
部
門
の
方
は
如
何
か
。

当
社
が
戦
前
か
ら
永
年
に
亘
っ
て
日
本
総
代
理
店
と
し
て
契
約
を
結
び
、
製
品
を
一
手
に
輸
入
販
売
し
て
い
た
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
の
局
○
旨
］
弓
弓
の
尋
鼻
閏
○
○
．
（
ｚ
①
言
昌
○
烏
）
な
ら
び
に
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
旨
○
日
○
①
ｇ
］
ｏ
巳
自
侭
冨
口
呂
冒
①
ｏ
ｐ
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（
○
国
侭
①
》
ｚ
の
尋
〕
の
尉
旦
）
へ
は
、
外
国
通
信
が
許
可
さ
れ
る
と
同
時
に
当
社
の
健
在
を
報
じ
且
つ
取
引
再
開
の
希
望
を
申
し
送
っ

て
い
た
が
、
民
間
貿
易
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
段
階
で
は
対
紫
の
立
て
よ
う
も
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
当
面
は
焼
残
り
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
を
整
備
し
中
古
品
の
下
取
り
付
き
で
販
売
、
下
取
り
機
械
二
台
分
で
一
台
の
新
品
同

様
の
機
械
に
仕
上
げ
た
も
の
、
あ
る
い
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
計
算
機
の
中
古
販
売
を
行
っ
た
。
ま
た
、
時
冬
進
駐
軍
の
払
下
品
が

出
る
と
、
横
須
賀
・
立
川
の
基
地
ま
で
仕
入
に
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
販
売
先
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
、
中
・
小
の
貿

易
商
社
、
タ
イ
ピ
ス
ト
学
校
、
計
算
機
は
保
険
会
社
、
海
運
会
社
が
主
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
頃
、
戦
前
傍
系
会
社
丸
善
電
機
工
業
に
勤
務
し
て
い
た
西
郡
金
平
が
、
戦
後
丸
喜
製
作
所
で
自
動
時
報
機
を
開
発
製

造
、
そ
の
販
売
を
当
社
に
申
し
込
ん
で
き
た
。
取
扱
い
商
品
の
不
足
し
て
い
た
時
で
も
あ
り
、
ま
た
製
品
の
性
能
が
優
れ
て
い
た
の
で

販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
九
月
頃
に
は
機
械
部
門
の
販
売
主
力
商
品
と
な
り
、
フ
リ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
に
よ
る
販
売
方
法
で
半
期

二
○
○
台
も
売
上
げ
た
。
こ
の
自
動
時
報
機
を
、
当
時
の
渋
井
真
一
機
械
課
長
が
ベ
ル
タ
イ
マ
ー
と
名
づ
け
た
。
や
が
て
丸
喜
製
作
所

だ
け
で
は
注
文
量
の
製
造
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
、
西
郡
金
平
を
丸
善
精
機
工
業
の
技
師
と
し
て
招
聡
、
巻

工
場
で
製
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ベ
ル
タ
イ
マ
ー
の
販
売
先
は
主
に
小
。
中
学
校
で
あ
っ
た
。

一
方
、
昭
和
二
十
三
年
に
な
る
と
、
書
籍
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
政
府
輸
入
の
形
式
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
輸
入
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
政
府
が
輸
入
数
量
を
決
定
、
こ
れ
を
各
銘
柄
別
に
分
割
の
上
そ
れ
ぞ
れ
特
定
業
者
即
ち
各
種
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
の
日
本
代
理
店
毎
に
銘
柄
と
数
量
を
割
当
て
た
。
機
種
は
”
。
旨
」
》
口
且
の
ｇ
ｏ
且
”
①
目
口
智
○
Ｆ
の
目
昏
○
○
儲
。
目
》
言
○
○
口
の
ｇ
鼻

が
選
ば
れ
た
。
蓋
し
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
当
社
が
日
本
総
代
理
店
に
な
る
了
解
が
つ
い
て
い
た
。
元
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ら
、
第
一
回
着
荷
分
で
は
顧
客
の
要
望
の
四
分
の
一
に
し
か
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
回
割
当
は
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
発
表
で
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
割
当
は
四
二
五
台
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

政
府
当
局
へ
の
強
い
交
渉
に
よ
っ
て
、
前
記
の
五
機
種
の
な
か
で
最
も
多
い
数
量
の
獲
得
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
、

ま
だ
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
、
輸
入
さ
れ
な
か
っ
た
。

来
、
割
当
は
業
者
の
申
請
に
基
づ
か
ず
政
府
独
自
に
き
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
当
社
が
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
輸
入
販
売
す
る
こ
と
を
当
局
が
認
め

て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
当
社
は
諸
般
の
情
勢
に
鑑
み
、
将
来
の
事
務
機
械
業
務
の

ウホ
発
展
に
備
塁
え
て
、
新
た
に
器
械
部
を
文
具
部
か
ら
独
立
さ
せ
た
。

イウ
第
一
回
の
注
文
現
品
は
昭
和
一
一
十
四
年
一
一
月
一
日
、
次
の
よ
う
に
入
荷
し
た
。

ヨ

ロ
ー
ャ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
十
一
吋
五
○
台

、
ン店

本
ロ
ー
ャ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
三
○
台

十
四
吋

暮

年
ロ
ー
ャ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
十
八
吋
二
○
台

２３和

計
一
○
○
台

昭

こ
の
一
○
○
台
は
、
総
て
当
局
の
指
示
に
従
い
諸
官
庁
・
貿
易
会
社
・
銀
行
に

売
り
渡
し
た
。

し
か
し
、
当
社
本
支
店
の
受
注
台
数
合
計
は
、
つ
ぎ
の
表
の
通
り
で
あ
っ
た
か
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う
に
な
っ
た
。

政
府
輸
入
の
方
式
で
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
当
社
が
輸
入
し
た
の
は
、
右
の
第
一
回
。
第
二
回
割
当
分
計
五
二
五
台
ま
で
で

あ
る
。
政
府
輸
入
と
い
っ
て
も
発
注
か
ら
着
荷
。
通
関
に
至
る
ま
で
、
一
切
の
実
務
は
当
該
商
品
の
販
売
を
取
り
扱
う
商
社
が
行
う
点

も
洋
書
輸
入
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
売
り
渡
し
先
。
数
量
。
販
売
価
格
に
至
る
ま
で
、
当
局
の
指
示
に
従
わ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
輸
入
量
が
少
な
い
に
拘
わ
ら
ず
買
い
受
け
希
望
者
が
極
め
て
多
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
基
づ
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
一
一
十
五
年
に
な
っ
て
、
極
く
少
額
ず
つ
な
が
ら
ド
ル
貨
の
資
金
割
当
が
あ
り
、
民
間
貿
易
に
よ
る
輸
入
が
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

を
初
め
他
の
事
務
機
械
類
に
も
順
次
に
適
用
さ
れ
、
電
動
計
算
機
、
続
い
て
会
計
機
、
輪
転
謄
写
器
等
が
僅
か
な
が
ら
輸
入
出
来
る
よ

ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
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民
間
貿
易
に
よ
る
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
第
一
回
輸
入
台
数
は
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
一
一
○
八

台
、
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
三
三
台
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
は
戦
後
初
め
て
の
入
荷
で
あ
っ
た
。
第
二
回
輸
入
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
五
四
六
台
、
計
算
機
七
四
台
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
を
、
モ
デ
ル
別
に
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

受
注
台
数

。
。
Ⅲ
、
△
Ｕ

；
ノ
ロ
ロ
ノ

七
○

六
八

四
八

四
七

四

二

五

三
ふ
牛
九

店
名

｛
兇
京

名
㎡
屋

大
阪

札
幌

京

部

一
神
戸

仙

台

福
岡

横
浜

■
■
Ⅱ
■

一
一
一
一
、



の
芹
四
口
。
“
吋
旦

の
庁
ロ
ロ
ユ
“
境
△

の
汁
四
口
。
印
烏
Ｑ

の
庁
四
口
旦
凹
鵠
旦

弓
○
昇
幽
宮
⑦

Ｕ
Ｏ
Ｈ
庁
四
ご
庁

モ
ン
ロ
ー
電
動
計
算
機

属
］
富
の

病
］
高
の

属
〕
芦
の

丙
］
高
の

缶
‐
冒
○
Ｑ
堅

○
‐
日
○
巳
①
］

十
一
吋

十
五
吋

十
九
吋

二
十
七
吋

六
七
、

七
三
、

九
三
、

一
一
ハ
、

四
二
、

三
八
、

○五○五○○
○○○○○○
○○○○○○
円円円円円円
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嗣
衿
ｍ
ｌ
ｇ
ｏ
：
：
：
（
一
六
桁
自
動
除
算
装
置
）
二
二
四
、
○
○
○
円

伊
跨
、
１
画
ｇ
…
…
（
二
○
桁
自
動
除
算
装
置
）
二
五
二
、
○
○
○
円

尉
捧
の
１
画
Ｓ
Ｉ
Ｏ
（
二
○
桁
自
動
乗
除
算
装
置
）
三
○
八
、
○
○
○
円

８
日
ｌ
Ｓ
・
…
：
（
二
○
桁
自
動
除
算
装
置
）
二
八
○
、
○
○
○
円

ｏ
缶
匪
ｌ
ｇ
…
…
（
二
○
桁
全
自
動
装
置
）
四
二
○
、
○
○
○
円

総
じ
て
こ
の
時
期
の
事
務
機
械
部
門
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
輸
入
資
金
割
当
の
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
ず
、
従
っ
て
こ
れ
に
対
す

る
予
算
も
組
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
暫
定
的
便
法
と
し
て
一
般
機
械
類
予
算
（
工
作
機
械
。
土
木
機
械
等
を
主
と
す
る
）
の

総
枠
の
う
ち
か
ら
、
極
く
少
額
を
捻
出
し
て
事
務
機
械
の
輸
入
に
割
当
て
、
そ
の
少
額
予
算
を
更
に
機
種
別
に
割
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
も
な
く
事
務
機
械
輸
入
に
対
す
る
単
独
の
枠
が
設
定
さ
れ
た
も
の
の
、
機
種
に
よ
っ
て
は
政
府
が
不
急
と
認
め
た
も
の
、
或
は
国



内
生
産
と
競
合
す
る
倶
れ
の
あ
る
も
の
は
、
極
く
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
の
み
割
当
て
ら
れ
る
随
時
割
当
制
度
が
適
用
さ
れ
た
。

二
図
書
館
用
品
の
開
発
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終
戦
前
の
わ
が
国
の
図
書
館
は
、
そ
の
建
物
の
規
模
、
館
内
設
備
、
図
書
の
量
、
目
録
作
成
等
に
お
い
て
外
国
に
比
し
か
な
り
遅
れ

て
い
た
。
当
時
の
帝
国
図
書
館
、
官
。
公
。
私
立
大
学
図
書
館
、
府
県
立
図
書
館
等
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ド
の
大
き
さ
、
分
類
方
法
等

区
友
で
、
漸
く
改
善
の
運
動
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
。

当
時
岩
波
書
店
が
一
冊
毎
に
内
容
を
示
し
た
基
本
カ
ー
ド
を
附
け
た
の
は
、
ま
こ
と
に
異
例
の
試
み
で
、
こ
れ
を
基
と
し
て
著
者
名

カ
ー
ド
、
書
名
カ
ー
ド
、
副
出
カ
ー
ド
等
左
所
要
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
、
何
よ
り
も
経
験
の
浅
い
若
い
館
員
に
無
言

の
教
を
与
え
た
。
こ
の
試
み
は
、
戦
争
が
苛
烈
と
な
る
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
国
・

公
立
図
書
館
な
ら
び
に
大
学
。
専
門
学
校
図
書
館
で
さ
え
、
ま
ち
ま
ち
の
分
類
表
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
。
小
学
校
の
図
書
室
、
こ
と
に

小
学
校
の
図
書
室
な
ど
は
不
整
備
き
わ
ま
る
も
の
で
、
仮
り
に
も
図
書
室
と
名
の
つ
く
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
第
一
次
米
国
教
育
使
節
団
が
来
日
し
、
民
主
教
育
の
必
要
を
力
説
、
そ
の
発
達

の
た
め
に
は
学
校
図
書
館
が
不
可
欠
で
あ
る
と
忠
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
図
書
館
界
は
前
述
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、

小
・
中
学
校
図
書
館
の
必
要
は
充
分
理
解
で
き
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
整
備
・
運
営
す
る
か
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
は
ま
だ
理
解

が
不
充
分
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
昭
和
一
一
十
三
年
十
二
月
に
は
、
文
部
省
と
民
間
情
報
教
育
部
は
ま
ず

「
学
校
図
書
館
の
手
引
」
を
発
行
し
た
。



．
屯
・
誕
瀞
陽
溌
鵠
揮
錨
詩

こ
の
手
引
を
中
心
に
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
に
は
千
葉
県
鴨
川
の
長
狭
商
業
高

等
学
校
で
、
同
年
三
月
に
は
奈
良
県
天
理
市
の
天
理
図
書
館
で
学
校
図
書
館
講
習

協
議
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
催
し
を
契
機
に
、
文
部

大
臣
の
諮
問
に
こ
た
え
て
学
校
図
書
館
協
議
会
が
生
ま
れ
、
以
後
、
文
部
省
と
学

校
図
書
館
協
議
会
が
連
繋
し
て
、
一
校
一
図
書
館
必
設
の
運
動
が
推
進
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
八
年
八
月
に
は
学
校
図
書
館
法
が
制
定
さ
れ
、
翌
二
十
九
年
十
一
一
月
に

は
、
同
法
施
行
令
の
公
布
を
見
た
。

右
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
当
社
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
、
竣
工
し
て
間
も

な
い
旧
木
造
社
屋
二
階
北
側
角
（
現
北
側
入
口
の
二
階
）
に
モ
デ
ル
。
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ル
ー
ム
を
設
置
、
図
書
館
用
品
を
展
示
し
て
、
配
置
等
に
つ
い
て
模
型
を
示
し
、

小
・
中
学
校
図
書
館
設
営
の
参
考
に
供
し
た
。
と
く
に
開
架
式
を
本
体
と
し
、
利

用
者
が
小
。
中
学
校
生
徒
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
書
架
の
下
三
段
を
傾
斜
式

に
し
た
。
背
伸
び
し
た
り
、
腰
を
二
つ
折
に
し
て
書
物
を
検
索
す
る
煩
労
を
省
く

た
め
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
る
と
直
立
式
と
傾
斜
式
を
併
用
し
た
書
架
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
般
に
は
丸
善
型
図
書
館
と
称
さ
れ
て
、
好
評
を
得
た
。

昭
和
二
十
五
年
に
は
本
社
裏
に
所
在
し
た
城
東
小
学
校
（
現
中
央
区
立
紅
葉
川

:鋸#

L§溌・

蕊

城東小学校図書館本店モデル・ライブラリルーム
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中
学
校
）
が
開
架
式
図
書
館
全

図
書
館
長
と
相
談
、
そ
の
指
謡

受
け
た
。
当
社
と
し
て
は
、
再

都
立
一
シ
橋
高
等
学
校
が
、
↑

の
責
任
者
と
し
て
施
工
し
た
。

が
開
架
式
図
書
館
を
設
置
す
る
計
画
で
、
当
社
は
相
談
を
う
け
た
。
当
時
の
竹
本
武
男
文
具
課
長
が
、
林
靖
一
前
朝
鮮
鉄
道

と
相
談
、
そ
の
指
導
下
に
開
架
式
図
書
館
を
完
成
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
斬
新
な
設
計
で
、
関
係
諸
方
面
か
ら
賞
讃
を

当
社
と
し
て
は
、
是
非
モ
デ
ル
図
書
館
に
し
た
い
と
考
え
、
採
算
を
無
視
し
て
と
り
組
ん
だ
仕
事
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
、

橋
高
等
学
校
が
、
右
の
城
東
小
学
校
の
図
書
館
を
モ
デ
ル
に
附
属
図
書
館
を
設
け
た
。
こ
れ
も
神
田
支
店
の
鷲
津
正
彦
が
そ

1241

そ
の
お
蔭
で
、
こ
の
丸
善
型
（
直
立
・
傾
斜
式
併
用
書
架
採
用
）
学
校
図
書
館
が
以
後
の
学
校
図
書
館
の
底
流
と
な
っ
た
。

ま
た
昭
和
二
十
四
年
、
京
都
市
中
京
区
河
原
町
の
京
都
支
店
地
階
に
京
都
府
立
図
書
館
河
原
町
分
館
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
分
館
は

開
架
式
自
由
閲
覧
形
式
で
、
保
守
的
な
京
都
で
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
西
村
京
都
府
立

図
書
館
長
が
、
地
理
的
に
図
書
館
を
住
民
に
近
づ
け
、
良
書
の
普
及
を
図
り
た
い
と
い
う
多
年
の
運
動
に
、
当
支
店
が
共
鳴
し
て
の
試

み
で
あ
っ
た
。
事
の
初
め
は
、
読
書
週
間
行
事
と
し
て
、
曾
て
は
試
み
な
か
っ
た
図
書
館
の
繁
華
街
へ
の
出
張
に
よ
っ
て
、
読
書
の
普

及
と
府
立
図
書
館
の
宣
伝
を
し
た
い
と
の
申
出
で
で
、
支
店
の
二
階
を
無
料
提
供
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
と
き
各
方
面
か
ら
、
読
み

た
い
本
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
良
書
の
入
手
が
困
難
で
、
支
店
で
も
要
求
の
本
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
社

員
の
蔵
書
を
提
供
し
た
り
古
書
を
大
変
苦
労
し
て
集
め
た
り
し
て
積
極
的
に
協
力
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
中
、
上
位
を
占
め
た
本
は
、
ア

ナ
ト
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
著
「
神
六
は
渇
く
」
阿
部
次
郎
著
「
三
太
郎
の
日
記
」
西
田
幾
多
郎
著
「
善
の
研
究
」
倉
田
百

三
著
「
愛
と
認
識
へ
の
出
発
」
等
で
あ
っ
た
。

右
の
行
事
が
大
届
好
評
で
あ
っ
た
た
め
河
原
町
分
館
の
設
置
と
な
り
、
続
い
て
伏
見
分
館
、
上
京
分
館
が
設
け
ら
れ
た
。
河
原
町
分



館
は
そ
の
後
、
支
店
の
商
品
増
加
に
伴
う
売
場
の
拡
張
な
ど
の
た
め
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
他
に
移
転
し
て
貰
っ
た
。
現
在
の
中
京
分

館
が
そ
の
後
身
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
関
西
地
方
の
諸
県
の
図
書
館
改
善
運
動
に
は
相
当
の
影
響
を
与
え
た
。

る
の
に
苦
労
し
た
。

三
洋
品
部
門
の
再
出
発

1242

外
国
貿
易
杜
絶
前
に
輸
入
し
た
外
国
製
の
洋
品
・
雑
貨
は
、
当
時
売
り
尽
し
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
通
産
省
か
ら
外
国
製
日
用
品
の

輸
入
が
許
可
さ
れ
る
ま
で
、
外
国
か
ら
の
洋
品
。
雑
貨
の
輸
入
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
戦
前
か
ら
英
国
の
ジ
レ
ッ
ト
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
社
の
日
本
総
代
理
店
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
レ
ー
安
全
剃
刀
セ
ッ
ト
の
み
は
、
二
十
五
年
前
期
か
ら
入
荷
、
第
一
回
一
○
○
万
八

千
円
、
第
二
回
二
二
○
万
円
、
第
三
回
一
○
○
万
円
が
輸
入
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
当
社
で
は
、
戦
前
の
最
盛
時
で
も
洋
品
・
雑
貨
類
は

輸
入
品
よ
り
も
国
産
品
の
方
が
多
く
、
し
か
も
そ
の
大
部
分
が
当
社
企
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
｝
）
れ
ら
国
産
品
に

就
い
て
も
、
文
具
・
事
務
機
械
同
様
に
原
料
に
統
制
が
あ
り
、
実
際
に
は
あ
ま
り
活
動
の
余
地
が
な
か
っ
た
。

と
に
か
く
、
手
持
品
を
中
心
に
業
務
を
続
け
る
よ
り
ほ
か
な
く
、
そ
の
手
持
品
の
中
に
は
パ
ナ
マ
帽
約
一
五
○
個
、
麦
藁
帽
子
約
一

○
ダ
ー
ス
以
上
、
中
折
帽
六
○
個
（
中
山
帽
子
、
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
ー
》
）
の
当
時
で
は
さ
す
が
に
何
と
も
な
ら
な
か
っ
た
）
、
絹
シ
ョ
ー

ル
等
が
あ
っ
た
。
戦
局
の
激
化
に
伴
っ
て
国
民
帽
の
需
要
が
高
ま
り
、
こ
う
し
た
も
の
は
売
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
の
で
、
終
戦
後
、
公

定
価
格
が
一
○
倍
に
も
な
っ
た
た
め
、
一
寸
し
た
売
上
高
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
販
売
す
る
商
品
の
不
足
が
甚
だ
し
く
、
係
員
不
足
で
八
方
手
を
尽
く
し
て
「
丸
善
ら
し
い
品
」
を
探
し
て
製
作
す



当
時
、
こ
の
部
門
を
担
当
し
て
い
た
社
員
の
記
録
に
よ
る
と

㈲
防
毒
用
マ
ス
ク
を
作
っ
て
い
た
日
本
化
工
と
い
う
会
社
に
、
そ
の
部
品
で
あ
る
カ
ー
キ
色
の
裏
ゴ
ム
付
綿
布
と
ゴ
ム
が
相
当
堂

残
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
使
用
し
た
紳
士
。
婦
人
用
ス
パ
ッ
ツ
の
製
作
を
依
頼
し
た
。
こ
の
ス
パ
ッ
ツ
は
万
事
歩
け

歩
け
の
時
代
で
も
あ
り
、
冬
は
防
寒
効
果
も
あ
っ
て
大
量
に
売
れ
た
。
追
加
追
加
で
何
回
も
注
文
し
た
が
、
あ
る
時
期
の
注
文
数

の
控
に
よ
る
と
、
手
持
ち
の
残
り
が
二
、
五
○
○
、
追
加
注
文
が
一
五
、
五
○
○
個
と
あ
る
。
小
売
部
門
の
注
文
数
と
し
て
は
相

当
数
で
あ
っ
た
。
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㈲
戦
争
中
使
用
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
鹿
革
を
所
持
し
て
い
る
商
社
を
探
し
、
革
手
袋
（
ク
リ
ー
ム
色
）
を
作
っ
て
販
売
し
た
が
、

好
評
で
支
店
の
分
は
輸
送
困
難
の
た
め
、
社
員
が
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
各
支
店
へ
配
達
し
た
。

㈲
魚
網
で
婦
人
用
の
タ
ー
バ
ン
を
作
っ
て
販
売
し
た
。

当
社
で
は
、
戦
争
中
か
ら
戦
後
暫
く
の
間
、
割
当
衣
料
品
（
殆
ど
が
衣
料
切
符
の
対
象
品
）
を
登
録
し
た
顧
客
へ
渡
す
仕
事
が
本
。

支
店
を
通
じ
て
洋
品
部
門
の
主
要
な
業
務
と
な
っ
て
い
た
。
本
店
に
於
て
は
、
本
社
が
京
橋
の
第
一
生
命
館
に
移
っ
て
い
た
関
係
で
、

登
録
は
日
本
繊
維
製
品
小
売
商
業
組
合
京
橋
支
部
へ
届
け
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
、
本
店
の
登
録
数
を
地
区
別
。
世

帯
別
に
見
る
と
次
頁
の
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
は
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
一
一
日
現
在
、
当
社
の
社
員
及
び
社
員
の
家
族
が
勧

誘
し
て
集
め
た
登
録
数
で
、
中
央
区
に
お
い
て
は
百
貨
店
を
除
い
た
小
売
業
者
と
し
て
、
第
一
位
で
あ
っ
た
。

古
い
社
員
の
な
か
に
は
曾
て
の
顧
客
を
訪
問
、
衣
料
品
登
録
を
依
頼
し
て
廻
っ
た
記
憶
を
も
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
そ
れ
ら
が
、
ど

う
い
う
品
物
で
あ
っ
た
か
残
っ
て
い
る
配
給
券
か
ら
見
る
と
、
乳
児
・
妊
婦
用
の
ネ
ル
と
か
進
駐
軍
放
出
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
な
ど



１２４４

が
あ
り
、
毒
｝
の
頃
の
庶
民
生
活
の
一
端
を
覗
か
せ
て
い
る
。

繊
維
関
係
で
は
、
綿
を
除
い
て
昭
和
二
十
四
年
末
で
全
面
的
に
統
制
が
解
除
さ
れ
た
。
当
社
の
看
板
製
品
で
あ
る
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、

オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
類
は
、
戦
争
中
製
造
中
止
に
な
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
一
一
一
年
十
月
に
な
っ
て
更
科
縫
製
加
工
所
に
依
託
し

て
、
統
制
指
定
品
外
の
絹
紡
糸
に
よ
る
レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
製
造
を
再
開
し
た
。
同
時
に
ズ
ボ
ン
の
縫
製
も
開
始
し
た
。

昭
和
一
一
十
四
年
末
頃
に
は
、
当
社
仕
立
の
コ
ー
ト
類
を
中
心
に
商
品
の
種
類
も
一
応
揃
っ
て
き
た
の
で
、
長
い
間
沈
黙
を
続
け
て
き

計
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た
洋
品
部
と
し
て
、
そ
の
復
活
の
意
味
を
こ
め
て
、
同
年
十
二
月
五
日
か
ら
十
日
の
六
日
間
、
本
店
一
一
階
の
一
隅
で
「
丸
善
特
選
洋
品

ユ
ニ
ィ
ク
ネ
ス
・
シ
ョ
ウ
」
を
催
し
た
。
そ
の
と
き
の
展
示
品
は
、
紳
士
用
外
套
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ブ
レ
ザ
ー
コ
ー
ト
、
替
ズ
ボ
ン
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら
中
折
帽
子
、
プ
ル
オ
ー
パ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
毛
布
、
鞄
、
マ
フ
ラ
ー
、
靴
下
ま
で
、
ま
た
婦
人
用
レ
イ
ン
コ
ー

ト
、
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
い
っ
た
新
製
品
に
至
る
ま
で
、
一
通
り
の
も
の
を
陳
列
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
は
吉
村
満
恵
の
婦

獅御紺鞠職淵柵
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人
服
部
が
開
設
さ
れ
た
。
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衣
料
品
以
外
の
洋
品
に
つ
い
て
い
え
ば
、
昭
和
二
十
四
・
五
年
頃
と
も
な
れ
ば
可
成
り
の
品
物
が
出
揃
っ
た
が
、
終
戦
直
後
、
刻
み

煙
草
用
の
マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ
の
ラ
イ
タ
ー
が
、
非
常
に
粗
悪
で
あ
る
の
を
残
念
に
思
い
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
の
ラ
イ
タ
ー
を
、
戦
時
中

精
密
器
械
を
製
作
し
て
い
た
工
場
に
製
造
を
依
頼
、
一
個
一
五
○
円
前
後
で
販
売
し
た
が
、
大
好
評
で
数
千
ダ
ー
ス
は
売
れ
た
。
そ
の

他
、
浅
草
橋
の
金
田
商
店
に
五
○
Ｃ
Ｃ
入
り
五
五
○
円
の
ポ
マ
ー
ド
を
作
ら
せ
た
り
、
燕
（
新
潟
県
）
に
あ
る
工
場
で
製
造
し
た
ス
プ

ー
ン
セ
ッ
ト
、
そ
の
他
ス
リ
ッ
パ
、
木
製
サ
ン
ダ
ル
、
靴
用
木
型
な
ど
を
販
売
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
は
、
豚
皮
の
シ
ー
ス
や
ケ
ー
ス
を
店
頭
に
陳
列
し
た
。
こ
れ
は
上
質
の
豚
皮
と
、
天
才
的
と
云
わ
れ
た
職
人
が
残

っ
て
い
た
の
で
、
手
縫
い
の
戦
前
と
少
し
も
変
ら
な
い
品
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

時
計
は
、
精
工
舎
の
製
品
の
ほ
か
に
ス
イ
ス
製
時
計
も
、
す
で
に
入
荷
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
一
般
の
オ
フ
ィ
ス
ガ
ー
ル
や
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
は
、
な
か
な
か
手
の
届
か
ぬ
品
で
あ
っ
た
。

化
粧
品
類
は
、
丸
善
ベ
ー
ラ
ム
、
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
等
の
香
水
類
や
ヘ
ア
ー
ロ
ー
シ
ョ
ン
類
も
販
売
し
た
が
、
こ
れ
は
横
浜
の
弁
天
通

り
に
あ
っ
た
丸
善
薬
店
（
和
田
耕
平
経
営
）
の
製
品
で
、
店
舗
は
戦
災
で
全
焼
し
た
が
、
工
場
は
市
の
繁
華
街
か
ら
離
れ
て
い
て
焼
失

を
免
れ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
（
丸
善
薬
店
に
つ
い
て
は
、
本
書
二
九
六
頁
参
照
）
。

丸
善
薬
店
は
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
傍
系
会
社
丸
善
化
工
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
の
製
品
に
は
、
丸
善
ベ
ー
ラ
ム

（
一
八
○
円
。
二
五
○
円
。
三
○
○
円
。
六
○
○
円
・
一
、
○
○
○
円
）
、
丸
善
ポ
マ
ー
ド
（
一
○
○
円
。
一
五
○
円
）
、
丸
善
チ
ッ
ク

（
五
○
円
。
一
五
○
円
。
三
○
○
円
）
、
丸
善
ク
ス
リ
歯
磨
（
一
五
○
円
）
、
ダ
イ
ス
・
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
（
一
一
五
○
円
）
、
ク
レ
ー
ム
タ
ィ



が
実
際
で
あ
っ
た
。

ス
（
一
五
○
円
）
、
ダ
イ
ス
香
水
、
丸
善
香
水
（
ミ
ル
フ
ル
ー
ル
一
○
○
円
）
、
丸
善
香
水
（
エ
ロ
イ
カ
。
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
・
ソ
ワ
レ
は
各

一
二
○
円
。
一
一
一
五
○
円
。
七
○
○
円
）
、
丸
善
コ
ー
ル
キ
ュ
ァ
（
風
邪
薬
）
、
ピ
ォ
サ
ー
ル
（
外
用
感
冒
治
療
剤
）
、
丸
善
胃
散
等
が
あ

っ
た
。と

に
か
く
、
洋
品
部
門
で
は
、
本
支
店
を
通
じ
て
、
戦
前
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
さ
な
い
限
り
多
様
の
品
物
を
扱
っ
た
と
い
う
の
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昭
和
一
一
十
一
一
年
十
一
一
月
五
日
、
日
本
橋
の
木
造
新
社
屋
で
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
一
階
に
、
洋
品
・
雑
貨
。
事
務
用
品

の
売
場
が
設
け
ら
れ
た
が
、
子
会
社
の
丸
善
洋
物
卸
店
や
丸
善
精
機
工
業
も
未
だ
充
分
に
活
動
出
来
ず
、
取
扱
い
商
品
も
少
な
か
っ
た

た
め
、
信
用
あ
る
個
人
商
店
を
出
店
さ
せ
た
。
時
計
部
、
写
真
機
部
、
薬
品
部
、
眼
鏡
部
、
家
庭
用
電
気
器
具
部
、
続
い
て
印
章
部
、

画
材
部
、
写
真
部
が
次
女
と
出
店
し
た
。
現
在
の
薬
品
部
、
眼
鏡
部
、
印
章
部
、
画
材
部
が
そ
の
時
以
来
の
店
で
あ
る
。




